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(57)【要約】
【課題】排水時に毛髪の捕捉効率を高めることによって
、掃除の回数を減らすと共に目詰まり防止機能に優れた
ヘアキャッチャーを得ること。
【解決手段】床パン９の排水孔７を覆う排水カバー部１
の一側面１ｂに排水を一定方向Ａから流入させる排水流
入部２を開口し、排水カバー部１の下方にヘアキャッチ
ャー本体３を着脱自在に取り付け、ヘアキャッチャー本
体３には、多数の水抜き穴４と、ヘアキャッチャー本体
表面３ａから上方に突出する多数の突起物５とが設けら
れ、上記突起物５の上記排水流入部２と対向する片面５
ａを排水流入部２側に向かって鋭角に傾斜させたヘアキ
ャッチャー５０である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床パンの排水孔を覆う排水カバー部の一側面に排水を一定方向から流入させる排水流入
部を開口し、排水カバー部の下方にヘアキャッチャー本体を着脱自在に取り付け、ヘアキ
ャッチャー本体には、多数の水抜き穴と、ヘアキャッチャー本体表面から上方に突出する
多数の突起物とが設けられ、上記突起物の上記排水流入部と対向する片面を排水流入部側
に向かって且つヘアキャッチャー本体表面に対して鋭角に傾斜させたことを特徴とするヘ
アキャッチャー。
【請求項２】
　上記突起物の排水流入部と対向する片面とは反対側の背面を、該片面の傾斜方向と同方
向に向かって且つヘアキャッチャー本体表面に対して鈍角に傾斜させたことを特徴とする
請求項１記載のヘアキャッチャー。
【請求項３】
　上記隣り合う突起物と突起物との間に水抜き穴を配置したことを特徴とする請求項１又
は２記載のヘアキャッチャー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユニットバスルーム等の床パンの排水孔に取り付けられるヘアキャッチャー
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ユニットバスルーム等の床パンの排水孔に多数の流水孔を備えた目皿（ヘア
キャッチャー）を着脱自在に取り付けた構造が知られている（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　ところが上記特許文献１に示される従来例にあっては、目皿の多数の流水孔が毛髪で目
詰まりしやすくなり、掃除の回数が増えるという問題があり、また、目皿を取り外して掃
除する際には、毛髪が目皿の流水孔に詰まって除去しにくいものであり、このため楽に清
掃することができないという問題もあった。
【特許文献１】特開２００１－６５０２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、排水時に毛髪の捕捉効率
を高めることができ、掃除の回数を減らすことができると共に目詰まり防止機能に優れた
ヘアキャッチャーを提供することを課題とし、また、掃除の際には毛髪を簡単に除去でき
るヘアキャッチャーを提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明は、床パン９の排水孔７を覆う排水カバー部１の一側
面１ｂに排水を一定方向Ａから流入させる排水流入部２を開口し、排水カバー部１の下方
にヘアキャッチャー本体３を着脱自在に取り付け、ヘアキャッチャー本体３には、多数の
水抜き穴４と、ヘアキャッチャー本体表面３ａから上方に突出する多数の突起物５とが設
けられ、上記突起物５の上記排水流入部２と対向する片面５ａを排水流入部２側に向かっ
て且つヘアキャッチャー本体表面３ａに対して鋭角θ１に傾斜させたことを特徴としてい
る。
【０００６】
　このような構成とすることで、排水カバー部１の排水流入部２からヘアキャッチャー本
体３への排水流れが一定方向Ａとなり、多数の突起物５のそれぞれの片面５ａに排水が当
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たるようになる。このとき、排水中に含まれる毛髪６が突起物５の鋭角θ１に傾斜した片
面５ａに誘い込まれて捕らえられると共に、排水の流勢によって突起物５から外れてしま
うことがない。従って、突起物５による毛髪捕捉効率が向上して、水抜き穴４の目詰まり
を防止できるようになる。
【０００７】
　また、上記突起物５の排水流入部２と対向する片面５ａとは反対側の背面５ｂを、該片
面５ａの傾斜方向と同方向に向かって且つヘアキャッチャー本体表面３ａに対して鈍角θ
２に傾斜させるのが好ましく、この場合、ヘアキャッチャー本体３を取り外して掃除する
際に、多数の突起物５の片面５ａとは反対側の背面５ｂ側から例えばシャワー水を当てる
ことにより、突起物５の片面５ａ側に捕らえられた毛髪が背面５ｂ側からの水流によって
外れやすくなり、簡単に洗い流せるようになる。
【０００８】
　また、上記隣り合う突起物５と突起物５との間に水抜き穴４を配置するのが好ましく、
この場合、水抜き穴４の両側に突起物５が位置することで、水抜き穴４から流れ落ちよう
とする毛髪を突起物５で効率よく捕らえることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項1記載の発明は、排水カバー部の排水流入部からヘアキャッチャー本体への排水
流れを一定方向に整流すると共に、ヘアキャッチャー本体表面から多数の突起物の片面を
排水流入部側に向かって鋭角に傾斜させたことにより、排水時に毛髪を捕捉しやすくなり
、結果、ヘアキャッチャー本体の掃除の回数を減らすことができると共に目詰まり防止効
果を高めることができる。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、突起物の背面を鈍角に傾斜させたことにより、ヘアキャッチャ
ー本体を取り外して掃除する際に、多数の突起物の片面とは反対側の背面側からシャワー
水を当てるだけで、突起物から毛髪を簡単に除去でき、掃除がしやすくなる。
【００１１】
　請求項３記載の発明は、隣り合う突起物と突起物との間に水抜き穴を配置することによ
り、毛髪捕捉効率をより高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
【００１３】
　図１は本実施形態のヘアキャッチャー５０の取り付け状態の一例を示し、図２はヘアキ
ャッチャー５０が取り付けられる浴室の取付口１７の配置例を示す概略平面図である。
【００１４】
　浴室の床パン９は、洗い場を構成する洗い場部１０と浴槽が設置される浴槽設置部２２
とを備えており、洗い場部１０と浴槽設置部２２の間には堰部１２を立ち上げている。床
パン９の浴槽設置部２２側の端部には取付口１７を形成してあり、取付口１７に排水トラ
ップ１３を取り付けることで排水孔７を形成している。
【００１５】
　排水トラップ１３は、図１に示すように、取付口１７の下方に配置される容器状のトラ
ップ本体１４と、トラップ本体１４に取り付けた取付用筒体１５と、トラップ本体１４の
内側に挿入される封水筒体１６とを備えている。
【００１６】
　トラップ本体１４の上面に形成した開口部１８には取付用筒体１５の下部をねじ込んで
取り付けてあり、この取付用筒体１５の上端部外周から突設した上側鍔部とトラップ本体
１４の開口部１８の周縁部とでパッキン１９を介して取付口１７の周縁部を挟持して、ト
ラップ本体１４を水密的に取付口１７に取り付けている。取付口１７の周縁部は、排水カ
バー部１を配置するための凹所２０を有している。取付用筒体１５の下端部内周からは下
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側鍔部１５ａを突設してあり、下側鍔部１５ａ上には封水筒体１６の上端部に周設したフ
ランジ部１６ａを載設している。
【００１７】
　なお図1中の８はオーバーフロー孔部８ａを備えた第２のヘアキャッチャー、２４は浴
槽から排出された水をトラップ本体１４内へと導く連通口部、２２は排出口部、２３は排
水管である。
【００１８】
　ここで、本発明のヘアキャッチャー５０は、排水カバー部１とヘアキャッチャー本体３
とで構成される。
【００１９】
　排水カバー部１は、図３（ａ）に示すように、平面視四角形状に形成され、その四周の
外周部から下方に垂下した脚部１１を有しており、排水カバー部１の上面を床パン９の洗
い場部１０と略面一とした状態で、脚部１１がヘアキャッチャー本体３の外周部の上面に
載置されている。脚部１１の四周の側面１ｂ～１ｅのうち、洗い場床パンに面した一側面
１ｂのみに切欠状の排水流入部２が形成されており、他の側面１ｃ～１ｅにはそれぞれ排
水流入部は設けられず、従って、排水は凹所２０の隙間２５から排水流入部２を介して一
定方向Ａ（図１）から流入するようになっている。なお図３（ａ）中のＷは排水流れの方
向を示す。
【００２０】
　上記排水カバー部１の下方に配置されるヘアキャッチャー本体３は、図３（ｂ）に示す
ように、排水カバー部１と同じ平面視四角形状に形成されており、その外周部が図１に示
す取付口１７の周縁部よりも一段高くなった凹所２０の底部に載置されている。ヘアキャ
ッチャー本体３には、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、多数の水抜き穴４が縦横に等間
隔をあけて穿孔されていると共に、これら水抜き穴４を塞がないようにして、ヘアキャッ
チャー本体表面３ａから上方に向けて多数の突起物５が突設されている。図４の例では、
各突起物５の平面視形状及び側面視形状はいずれも三角形状をしている。
【００２１】
　ここで、上記多数の突起物５は、図４（ｃ）に示すように、上記排水流入部２側（図４
（ａ）の右側）と対向する片面５ａが、排水流入部2側に向かってそれぞれ傾斜している
と共に、この傾斜角度はヘアキャッチャー本体表面３ａに対して鋭角θ１となっている。
また本例の突起物５の毛髪捕捉効果をより高めるために、隣り合う突起物５と突起物５と
の間に水抜き穴４が配置されている。さらにヘアキャッチャー本体３の掃除を容易に行な
えるようにするために、図４（ｃ）に示すように、各突起物５の排水流入部２側と対向す
る片面５ａとは反対側の背面５ｂを、それぞれ、該片面５ａの傾斜方向と同方向に向かっ
て且つヘアキャッチャー本体表面３ａに対して鈍角θ２に傾斜させてある。
【００２２】
　しかして、排水カバー部１の排水流入部２からヘアキャッチャー本体３への排水流れを
一定方向Ａに整流すると共に、ヘアキャッチャー本体表面３ａから突出する多数の突起物
５の片面５ａを排水流入部２側に向かって鋭角θ１に傾斜させたことにより、排水時には
図５（ａ）（ｂ）のように毛髪が突起物５の片面５ａに誘い込まれて引っ掛かりやすくな
ると共に、排水の流勢によって突起物５から外れてしまうことがない。また本例では、突
起物５の先端が尖っているので、毛髪６を捕らえやすく、そのうえ隣り合う突起物５と突
起物５との間に水抜き穴４を配置しているので、水抜き穴４の両側に突起物５が位置する
ことによって、水抜き穴４から流れ落ちようとする毛髪を両側の突起物５で効率よく捕ら
えることができ、結果、毛髪捕捉効率が高められ、ヘアキャッチャー本体３の掃除の回数
を減らすことができると共に目詰まり防止機能に優れたものとなる。
【００２３】
　また本例では、ヘアキャッチャー本体３を取り外して掃除する際に、図６に示すように
、多数の突起物５の片面５ａとは反対側の背面５ｂ側から例えばシャワー水を当てること
により、突起物５の片面５ａ側に絡んで引っ掛かっている毛髪が背面５ｂ側からの水流Ｂ



(5) JP 2009-7780 A 2009.1.15

10

20

30

40

50

によって外れやすくなり、簡単に洗い流せるので、掃除がしやすくなる効果もある。
【００２４】
　上記水抜き穴４と突起物５との配置例は、図４に限定されるものではなく、例えば図７
のように、排水流入部２側（図７（ａ）の右側）からみて、水抜き穴４の後方に突起物５
がそれぞれ位置すると共に、前列の水抜き穴４及び突起物５を、後列の水抜き穴４及び突
起物５に対して左右にずらして配置するようにしてもよい。
【００２５】
　また多数の突起物５の平面視形状は三角形状に限らず、例えば先端が尖っていない台形
状であってもよく、また図８に示すように、三角形状の突起物５と台形状の突起物５’と
を組み合わせたものであってもよい。なお図８では水抜き穴４の図示は省略している。
【００２６】
　また図１の実施形態では、ヘアキャッチャー本体３の取り付け位置を床パン９の取付口
１７の凹所２０としたが、これには限らず、例えば図９のように取付用筒体１５の上側つ
ば部１５ｂの上面に載置したり、或いは図１０のように封水筒体１６のフランジ部１６ａ
の上面に載置して、ヘアキャッチャー本体３が第２のヘアキャッチャー８（図１）を兼ね
る構造としてもよいものである。
【００２７】
　また前記各実施形態のヘアキャッチャー本体３に把手を設けて取り外しが簡単にできる
ようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態のヘアキャッチャーの取り付け状態の一例を示す側面断面図
である。
【図２】同上のヘアキャッチャーが取り付けられる取付口を説明する浴室の概略平面図で
ある。
【図３】（ａ）は同上の排水カバー部の斜視図、（ｂ）は同上のヘアキャッチャー本体の
斜視図である。
【図４】（ａ）は同上のヘアキャッチャー本体の平面図、（ｂ）は側面断面図、（ｃ）は
同上の突起物の傾斜角度の説明図である。
【図５】（ａ）（ｂ）は同上の突起物に毛髪が引っ掛かった状態の説明図である。
【図６】（ａ）（ｂ）は同上の突起物に引っ掛かった毛髪を水洗いによって除去する場合
の説明図である。
【図７】（ａ）（ｂ）は同上の突起物と水抜き穴の配置状態の他例の説明図である。
【図８】同上の突起物の平面視形状の他例の説明図である。
【図９】本発明のさらに他の実施形態の側面断面図である。
【図１０】本発明のさらに他の実施形態の側面断面図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　排水カバー部
　１ｂ　一側面
　２　排水流入部
　３　ヘアキャッチャー本体
　４　水抜き穴
　５　突起物
　５ａ　片面
　５ｂ　背面
　７　排水孔
　９　床パン
　５０　ヘアキャッチャー
　Ａ　一定方向
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　θ１　鋭角
　θ２　鈍角

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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